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語り部の会は隔月（奇数月）第２金曜日です
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幸若講座再開  
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
四
～
六
月
の
間
、
休
会
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
幸
若
講
座
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

 
第
八
五
回
講
座
は
七
月
二
四
日
、
一
二
名
の
会
員
が

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
五
七
項
か
ら
六
一
項
ま

で
山
口
顧
問
の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
主
と
し
て
幸
若

諸
家
の
家
系
や
屋
敷
の
配
置
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
ま

た
、
江
戸
時
代
初
期
の
こ
ろ
に
は
、
名
人
と
称
さ
れ
た

幸
若
庄
兵
衛
正
利
が
一
族
三
組
二
〇
名
に
音
曲
を
指
南

し
た
と
あ
る
こ
と
や
紀
州
徳
川
家
に
お
い
て
も
幸
若
舞

が
上
演
さ
れ
た
と
の
記
録
が
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
幸
若
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
ま
す
。
 

 
な
お
、
本
会
の
冒
頭
に
木
下
会
員
か
ら
「
白
山
民
謡

文
化
圏
奥
越
前
系
・
民
謡
踊
り
の
古
里
打
波
」
と
称
し
 

近江八幡市研修旅行 

    参加者募集！ 

 本会恒例の秋の研修旅行は滋賀県近江八幡市の安

土城を中心とした視察を予定しています。 

 その実施要領は下記の通りですので参加希望者は

申し込みをお願いします。 

 

 実施期日   １０月１８日（日） 

 集合解散   午前８時集合午後５時３０分解散 

         いずれも役場前駐車場 

 主な訪問地  安土城、資料館、八幡堀など 

 参加負担金  ２千円／人 

 申し込み〆切 ９月末日 

 申し込み先  橋本０９０－７７４６－８６８９ 

    または 月田０９０－２１２７－７８５６ 

 その他   越前町のマイクロバスを利用します。 

た
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
昔
は
本
県
の

奥
越
と
岐
阜
県
の
白
鳥
や
郡
上
地
方
は
一
体

的
な
文
化
圏
を
形
成
し
て
お
り
、
「
打
波
」

の
地
は
、
山
間
の
小
集
落
な
が
ら
、
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
い
う
も
の
。
 

 
第
八
六
回
講
座
は
、
八
月
二

八
日
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
日

は
木
下
会
員
よ
り
、
千
葉
亮
「
白

山
平
泉
寺
・
白
の
聖
都
」(

幸
若

大
夫
・
朝
倉
一
乗
谷
・
郡
上
八

幡
・
平
泉
寺
な
ど
が
登
場
）
の

紹
介
の
の
ち
、
第
六
二
～
六
四
項

の
講
義
を
山
口
顧
問
か
ら
受
け

ま
し
た
。
幕
末
期
の
幸
若
家
の

苦
し
い
台
所
事
情
が
話
題
と
な

り
ま
し
た
。
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福井新聞記事　7月 １日

山口顧問による幸若講座（歴女の会）は毎月第４かまたは最終金曜日開催です

埼玉県・桃井雄三家所蔵文書     

        調査報告書刊行 

 
越
前
町
教
育
委
員
会
が
平
成
三
〇
年
に
埼
玉
県

桃
井
雄
三
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
同
家
所
蔵
文
書
に

つ
い
て
、
専
門
家
に
よ
る
調
査
分
析
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
そ
の
成
果
の
一
部
が
「
織

田
文
化
歴
史
館
研
究
紀
要
」
第
五
集
の
一
部
と
し

て
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
同
文
書
は
信
長
・
秀
吉
時
代
、
江
戸
時
代
、
明

治
以
降
の
三
期
に
分
類
さ
れ
て
解
説
さ
れ
て
い
ま

す
。
 

 
内
容
と
し
て
は
、
幸
若
音
曲
に
直
接
関
係
す
る

事
柄
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
知
行
地
の
こ
と
、
家
系

の
こ
と
、
明
治
以
後
の
一
族
の
任
官
出
仕
の
こ
と

な
ど
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
一
部
は
次
号
に
先

送
り
さ
れ
て
い
る
。
 

 
な
お
興
味
深
い
の
は
、
い
っ
た
ん
東
京
に
引
揚

げ
神
田
区
駿
河
台
に
住
ん
で
い
た
東
京
府
士
族
・

桃
井
直
純
が
明
治
十
年
家
業
都
合
に
よ
り
、
「
西

田
中
村
」
に
再
び
転
居
す
る
た
め
の
送
籍
願
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
 

 

 ほとんどが専門家による

「研究論文」であるが、１

冊１０００円で販売されて

いる。Ａ４判１２０ページ。

問い合わせは「織田文化歴

史館」まで 
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マスクを着用しての練習

　　　大江天満宮

　

幸若かわら版はe-とこ朝日ホームページにも掲載されています　https://asahi-area-c.net/

 

と
う
と
う
越
前
町
で
も
コ
ロ
ナ
感
染
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
幸
若
ゆ
か
り
の
朝
日
観
音
福

通
寺
で
は
、
こ
の
ほ
ど
コ
ロ
ナ
退
散
を
願
っ
て

護
符
を
つ
く
り
ま
し
た
。
（
名
刺
大
）
 

大
頭
流
幸
若
舞
視
察
団

 

 
 
 
 
 
 
 
派
遣
予
告

 

 本年度も、来年１月１

９日（火）～２１日

（木）まで福岡県みやま

市の大頭流幸若舞の視察

交流を予定しています。

詳細の募集要項は次号

（２７号）に掲載します

が、ご承知おきお願いい

たします。 

 当面の主な日程 
  理 事 会       ９月１１日 １９時     青少年ホーム 

                   特別会計補正、幸若屋敷跡石標など          

  例会（語り部の会）  ９月１１日 １９時３０分  青少年ホーム       

  幸 若 講 座    ９月２５日 １３時３０分  幸若情報センター      

  近江八幡市研修旅行 １０月１８日 １面記事参照 

現代版幸若舞練習再開！ 
 コロナ対策のため、今年３月よ

り町生涯学習センターでの幸若舞

の練習が中断されていました。 

 その後、６月より学校が再開さ

れ、７月よりはコロナ感染対策を

講じた上での同センターの使用が

許可されました。 

 そして、各自が体温測定、手の

消毒を行い、マスクを着用しての

練習が７月４日再開されました。 

 久しぶりの練習でしたが、友達とあって、幸若の曲が流れだすと、舞いを思い

出し、また初めての舞にも取り組んでいました。練習生を募集しています。お問

い合わせは松田会員まで。０９０－６２７５－２７７０ 
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　　敦盛の「首」検分

熊谷次郎丹治直実

　
例会は隔月（偶数月）第２金曜日です

幸
若
音
曲
解
説
シ
リ
ー
ズ
②

 

  
「
敦
盛
」 
顧
問
・
山
口
信
嗣

 

 
一
の
谷
の
合
戦
は
寿
永
三
年
（
一
一
八

四
）
二
月
七
日
に
行
わ
れ
た
。
敗
れ
た
平

家
の
敦
盛
は
、
恋
人
に
笛
を
と
り
に
、
遅

れ
て
た
だ
一
騎
で
沖
の
舟
に
向
か
う
。
功

名
を
焦
る
源
氏
の
熊
谷
直
実
は
、
呼
び
止

め
て
勝
負
を
い
ど
む
。
忽
ち
組
敷
い
た
熊

谷
は
、
名
乗
ら
せ
る
。
 

 
 

 
 
 

 
 
そ
も
〳
〵
、
此
た
び
平
家
一
の
谷
の
 

 
 
合
戦
に
、
御
一
門
、
侍
大
将
、
総
じ
 

 
 
て
以
上
十
六
人
の
組
足
の
そ
の
中
 

 
 
に
、
も
の
の
あ
わ
れ
を
留
め
し
は
、
 

 
 
相
国
の
御
弟
経
盛
の
御
子
息
に
、
無
 

 
 
官
の
大
夫
敦
盛
に
て
、
も
の
の
あ
わ
 

 
 
れ
を
留
め
た
り
。
 

 
直
実
は
、
我
が
子
と
同
年
（
十
六
歳
）
と

知
っ
て
助
け
よ
う
と
す
る
が
、
囲
む
源
氏
勢

に
涙
を
の
ん
で
打
ち
取
る
。
屍
を
平
家
方
に

送
り
状
を
添
え
て
届
け
る
。
平
家
方
は
悲
し

み
つ
つ
感
謝
状
を
。
 

 
菩
提
心
を
起
し
た
熊
谷
は
、
黒
谷
の
法
然

の
許
で
出
家
し
、
蓮
生
房
と
名
乗
る
。
や
が

て
高
野
に
登
っ
て
行
い
す
ま
し
往
生
す
。
 

 
題
名
は
「
敦
盛
」
と
す
る
が
、
内
容
は
敦

盛
を
討
っ
て
菩
提
心
を
起
し
た
荒
武
者
直

実
の
発
心
遁
世
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
 

  
 
人
間
五
十
年
、
化
天
の
内
を
比
ぶ
れ
ば
、

 
 
夢
幻
の
ご
と
く
な
り
。
一
度
生
を
受
け
、

 
 
滅
せ
ぬ
物
の
あ
る
べ
き
か
。
 

 

 
 
急
ぎ
都
に
上
り
つ
ゝ
、
敦
盛
の
首
を
見
 

 
 
れ
ば
、
も
の
憂
さ
に
、
獄
門
よ
り
盗
み
 

 
 
取
り
、
御
僧
を
供
養
し
、
無
情
の
煙
と
 

 
 
な
し
申
す
。
 

 
 
御
骨
を
お
っ
と
り
、
東
山
黒
谷
の
住
み
 

 
 
給
う
法
然
上
人
を
師
匠
に
頼
み
奉
り
、
 

 
 
元
結
切
り
、
西
に
投
げ
、
そ
の
名
を
蓮
 

 
 
生
房
と
申
す
。
 

 
 
あ
る
時
心
の
内
に
思
ふ
や
ら
、
紀
の
国
 

 
 
に
御
立
あ
る
高
野
山
へ
参
ら
ば
や
と
 

 
 
思
ひ
、
上
人
に
御
暇
申
し
、
頭
陀
の
縁
、

 
 
笈
肩
に
掛
け
、
奥
の
院
へ
ぞ
参
り
け
る
。

 
 
道
の
辺
り
の
白
骨
は
、
砂
子
を
撒
く
が
 

 
 
ご
と
く
な
り
。
奥
の
院
へ
参
り
、
敦
盛
 

 
 
の
御
骨
を
籠
め
置
き
、
蓮
華
谷
の
傍
ら
 

 
 
に
、
知
識
院
と
申
す
庵
室
を
結
び
、
八
 

 
 
十
三
と
申
す
に
、
大
往
生
を
遂
げ
に
け
 

 
 
り
。
悪
に
強
け
れ
ば
、
善
に
も
強
し
。
 

 
 
文
武
二
道
の
名
人
、
漢
家
は
知
ら
ず
、
 

 
 
本
朝
に
、
か
か
る
兵
あ
ら
じ
と
感
ぜ
ぬ
 

 
 
人
は
な
か
り
け
り
。
 

 
 
（
出
典
資
料
「
寛
永
版
舞
の
本
」
 

 
 
 
 
 
 
三
弥
井
書
店
一
九
九
〇
年
）
 

 幸若舞は踊りもさること

ながら、「語り」の芸能と

しても知られています。そ

の題材は平家物語「敦盛」

をはじめとして、今でもひ

ろく日本文化を貫く一大叙

事詩となっている「大織

冠」「勧進帳」など多岐に

わたっています。「浜出」

は第２２号に掲載しました。 

そこでご存じの方も多いと

は思いますが、あらためて

幸若演目の解題を当会の山

口顧問に連載形式でお願い

することにいたしました。 


